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独立行政法人大学改革支援・学位授与機構運営委員会（第60回）議事要旨 

 

１ 日 時  令和２年９月24日（木）10：00 ～ 10：40 

 

２ 場 所  ＷＥＢ会議 

 

３ 出席者  井田、金子（修）、金子（元）、川嶋、岸本、杉山、高橋（真）、竹中、中野、新田、 

水田、光田、森、山口、山本、吉川の各運営委員 

（石井、高橋（哲）、土屋の各運営委員は委任状提出） 

福田機構長、長谷川理事、湊屋理事、金城審議役、小笠原監事、柴監事、 

内藤管理部長、佐藤評価事業部長、加賀谷大学連携・支援部長、小野調査役、 

中嶋調査役、ほか機構関係者 

 

４ 運営委員会（第59回）議事要旨について 

  令和２年８月に書面審議とした運営委員会（第 59 回）議事要旨（案）が確認され、確定版とし

て了承された。 

 

５ 議 事 

《審議事項》 

（１）教員の選考等について 

   専任教員の選考等について審議が行われ、原案どおり承認された。 

 

《報告事項》 

（１）各種委員会委員等の選考について 

   ①大学機関別認証評価委員会委員及び専門委員、②高等専門学校機関別認証評価委員会委員及

び専門委員、③法科大学院機関別認証評価委員会委員及び専門委員、④学位審査会専門委員の

選考について、会長一任による追加発令があったことの報告があった。主な意見は以下のとお

り。 

 

（○：運営委員、●：事務局、以下同じ） 

○ 各委員会がどの程度の業務量があるものか、また先生方にはいずれも同程度の負荷がかっている

のか、あるいは特定の委員会に特徴があるのかをお伺いしたい。 

● 各事業に親委員会と、実質的な作業あるいは審議を行う専門委員会等を設置している。各事業の

繁忙は異なるが、それぞれ年間数回程度開催している。 

○ 具体的な評価等を行うのが専門委員、その親委員会が委員会委員というように、立て付けが２段

階ということか。 

● ご認識の通り。 

○ いずれも非常に重要な役割であると思うが、事業ごとに濃度が異なるという理解でよいか。 

● 開催回数や規模については年度によって濃淡がある。各認証評価委員会等については、その年度

の認証評価の受審校数等によって異なる。学位審査会については、ある程度事業が平準化され
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ているため、同じようなサイクルで開催されている。 

○ 親委員会と専門委員会の２階層で各事業を行っていると理解したが、将来的に親委員会の委員に

なる先生のほとんどが、過去に専門委員会で各事業の感覚を培った方であるという理解でよい

か。 

● ご認識の通り。 

 

６ その他 

  次回の運営委員会は、後日事務局より連絡することとされた。 

 

以上 


